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た。１００名を超える大川市民のみなさんと一緒に新年をお祝いし、幸先の良
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 令和６年度「赤い羽根共同募金」につきましては、市民の皆様や企業（有志）のご理解と温かいご支援のもとに、 

下記のとおり募金実績を得ることができ厚くお礼を申し上げます。 

 募金は一度福岡県共同募金会へ送金した後、募金実績額の約７割が大川市の地域福祉のため、 

大川市社会福祉協議会へ令和７年度事業費として配分されることになっております。     

☆一般募金実績額（①法人（有志）募金＋②戸別募金＋③その他） ６，８５２，１９４円 

☆歳末たすけあい募金実績額 ５５８，４０１円 

②＜戸別一般募金実績一覧表＞ 

額金

大川校区 1,３０１,３５0 
0三又校区 ５８９,３00 

木室校区 63２,６５0 
0田口校区 7９３,３５0 

川口校区 ７８９,３０0 

大野島校区 3０９,１５0 

合計 4,４１５,１０0 

③＜その他の一般募金実績一覧表＞ 

額金

４４４,９５3金募ジッバ・域職

個人募金 １４,８６３ 

社会福祉協議会（募金箱） ７,８２１ 

市内公共施設（市役所・その他募金箱） ３,４４１ 

（有）ダスキン大川（募金箱等） １０５,１１３ 

ヘアステージオネスト（募金箱等） ３０,１１０ 

(株)ダイナム １,３５５ 

赤い羽根自動販売機（6 台） ４９,３２９ 

カプセルトイ機（３台） ５９，６００ 

預金利息等 5,0１８ 
1

合計 6３６,０９４ 

（順不同、敬称略 単位：円） 

＜歳末たすけあい募金実績一覧表＞ 

金額 

大川校区（戸別募金） 1５０,1５0 

三又校区（戸別募金） 6７,７00 
0木室校区（戸別募金） 70,３５0 

田口校区（戸別募金） 8８,１５0 

川口校区（戸別募金） 8７,７０0 

大野島校区（戸別募金） 3４,３５0 

大川市連合女性会 30,000 

国際ソロプチミスト柳川 30,000 

１息利金預

合計 5５８,４０１ 

＜歳末たすけあい募金配分実績一覧表＞ 

配分先 金額 

令和７年度市内各小学校新 1 年生を対象

に赤い羽根共同募金マーク入黄色い傘を

贈呈 

2８８,７５0 

市内一人暮らし高齢者を対象に年賀状 

配布 
1７0,２０３ 

災害備蓄品整備（防災食等） ９５,５４6 

合計 55４,４９９ 

＜歳末募金実績＞ 

☆ ５５８，４０１円 （実績額） 

☆ ５５４，４９９円 （配分額） 

☆    ３，９０２円 （差 額） 

※歳末たすけあい募金の残額については、 

令和７年度社協配分額へ繰り入れさせていただきます。 
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①法人(有志)募金総額 １,８０１,０００円 

※募金協力事業所(有志)名については、領収書に基づいて記載させていただいております。 

※ネットによる募金は令和６年１月１日～１２月３１日の間に福岡県共同募金会で受け入れた分を掲載しております。 

（順不同、敬称略）
法人（有志）募金協力一覧 

本部

大川信用金庫 (福)道海永寿会 (福)大川医仁会 JA福岡大城(本所) (医)社団高邦会　高木病院 特別養護老人ホーム大川荘

大川校区

●向島・若津地区 （株）光建設 （株）中村製材所 （有）カネクラ加工 東洋突板工芸(株） （有）貞苅産業

ンサ）株（司寿玉ドッウトンガレエ）株（院病田福業産野立)有（所作製子椅苅貞)有（

（有）野中木工所 （株）松林材木店 ユニオンパ－ツ（株） お仏壇のまごころ (株)イシモク・コーポレーション （名）深町船具店

会商見伏）有（屋川三店髪理ンラムーホ）株（芸工具家次末）株（業工材木原新）株（築建ルイタススエ

船頭寿司 比さご （有）山口商事 鹿江屋　 (有)荒木機械 木原襖製作所

東洋開発工業（株） 渥美歯科医院　 吉田燃料店　 （有）ダスキン大川 （株）熊井産業 若津医院

若津センター薬局

●酒見地区 (株）ファ二ルカ （有）平田椅子製作所 (株）キタコウ 工房　希航 （有）三浦塗料商事

（株）ウィズプラン （有）アイディエフ （株）ＫＣ企画 ＩＶＹ合同会社 （有）中村満材木店 （株）大川鉄工

中村整骨院 （有）丸大木工 （株）瓶屋材木店 （株）丸庄 （有）丸惣 （有）寿家具大川製作所

（株）川野工芸 江上建設（株） 栄和設備工業（有） 中村眼科 （株）近藤材木店 （有）成井材木店

（株）ＯＫファイバー （株）志岐蒲鉾本店 松藤歯科医院 原田歯科医院 九州塗料工業（株） 石橋金物（株）

（協）大川家具工業会 もりた住機設備（株） 倉富クリニック （有）境木工

●榎津地区 （有)イマヤマ 石川歯科医院 蔵本医院 本村産婦人科医院 （株）江頭仏壇店

（株）立花ベニヤ商会 本吉屋 岡野歯科医院 酒井小児科内科医院 (医)白髭会　足達医院 (株)富士商会

（株）庄分酢 ギフトハンズきのした （株）中村紙店 （有）中村商店 （有）永島保険事務所 居酒屋　笑

（株）よしまる 彦寿司 （有）福山商店 土井　弥一郎 松本ハードウエア㈱

●小保地区 （有）阿津坂商事 よしはら医院 浄福寺 山善商会(有） 九州大川木材市場

（有）村尾 大川木材事業(協） 村上機械（株) （有）高島製材所 丸田木工(株） （有）高田製材所

大川市ガス事業(協） （有）梅崎木工 （有）ヨコタウッドワーク 川成実業（株） 坂田　寛

三又校区

（株）アイエムティ運輸 （有）光運輸 竹林商事（株） （株）アルファタカバ （株）エトウ 若波酒造（名）

（株）内田建装 森崎自動車 九州ハウス工業（株） 今村医院 大川ネイラ（株） （株）園田産業

丸和基礎工業（株） 大川家具工業団地（協） 的場運送（株） ＧＡＯ保険企画（株） 中村産業（株） 後藤モータース

山崎家具工芸 タンスのゲン(株） あおば整骨院 （一社）子育て応援隊てとて

木室校区

（株）田中実商店　 大川ダイハツ（有） （株）サンコウ　 大川敷物（株） カドヤ（株） 一ノ瀬医院

（有）福山工芸 荒木電設（有） （株）トーシン （株）サカイ工芸 （株）田中工務店 溝田医院

（有）福山機工 三潴食販(協) （株）丸八ガラス店 たなか歯科医院 (有）溝田畳店 （株）プランドワークス

大川全家具（協） 九銘ハウジング(株） （有）吉川木工 (有）岡車体 大川木材団地（協） おおぞら薬局

木下（株） （有）田一家具製作所 古賀清木工(株） （有）キョウシン （有）本村 (株）本村製作所

白垣木材（株） 小川鍼灸整骨院 （医）いちのせファミリークリニック

田口校区

（株）酒見椅子店 （株）大岡組 田口保育園 日本ファイバー（株） （株）近藤商事 前田機工（株）大川営業所　

（株）江口工務店 広松木工（株） （株）中央開発 （株)大川ビル管理 （有）緑ＣＭスタジオ （株）増田倉庫

（有）古賀鉄工所 栄商事　　 おはよう設備（有） （株）天光社 富龍ラーメン店 中村運送（株）

（株）幸家具会館　 （株）松田家具 NSK 西教寺 （有）大川クリーンサービス (株）関家具

セブンイレブン幡保店 （有）酒見建材店 カグクロ(株)マルヨシ事業部

川口校区

浜松屋 （有）東栄コンポーネント 久野商店 （有）古賀商会 八重尾工芸（有）　 （有）メディカル産交

（有）カバシマ （有）ウッディ 古賀建具木工所 白倉建具 松本建具 （株）長

（有）鶴建具本店 （有）石橋商会 （株）ウエキ産業 東木工(株) （有）江島木工 則善寺

（株）古賀家具工業 （医）髙宮クリニック （株）かねぜん建設 （有）江頭鋳造所 （有）三和開発工業 （有）マルヒロ工芸

業工ルーアユ州九）有（寺覚正店畳口山商鶴）株（芸工具建下竹）有（ガコグンィテンリプ）株（

善教寺 せら歯科医院 大川瓦工業 モロフヂ商会 宝燃料工業（株） 川口漁業協同組合

（株）マルク二工業 （有)丸建建具店 （有）堤建具工業 （有）川口屋石油店 ウッド・津川 まるひろ酒店

樺島アルミ （法）西円寺 （株）龍政硝子店 医療法人　平田医院 （有）うめざき興業 内村自動車整備工場

梅﨑牧場

大野島校区

江口石油店 今村整備 梅崎設備 （有）佐々木設計室 （有）大光永建設 イマサト歯科クリニック

（有）永島建設 （有）古賀建材店 大川生コン（株） （有）古賀コンクリート （有）江頭建設 響建設

長尾船具店 （福）大野島福祉会 勝楽寺 田中鉄工 ＫＡＮアネックス （有）今村機械
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（順不同・敬称略） 

寄付者 住所 寄付者 住所 

島﨑 冨士子 亡夫 開馬 大野島 古賀 善通 亡妻 和子 一木 

山口 智亜希 亡父 通明 新田 弟子丸 武士 亡父 正義 小保 

溝江 和子 亡父 一夫 三丸 井口 良子 亡夫 廣義 紅粉屋 

古賀 庸子 亡夫 勝實 津 本村 眞由美 亡義姉 ヨシエ 津 

森永 世輝 亡母 ヨシエ 久留米市 樺島 道義 亡妻 コズエ 中古賀 

鐘ヶ江 秀三 亡母 江美子 向島 一般寄付 

博兼賀古島向子正母亡洋石村

皆様方からの温かい寄付は地域福祉事業等に役立たせていただきます。ありがとうございました。 

（令和６年７月１日より令和６年１２月３１日まで） 

愛のともしび（香典返し・一般寄付）

歳末たすけあい募金へのご協力ありがとうございます

第２７回福祉・健康のつどいを開催しました

〇社会福祉事業特別功労者 

・辻 正光 

〇民生委員・児童委員特別功労者 

・木下 知行 ・池末 和海 

〇社会福祉事業功労者 

・池上 和明 ・古賀 勝 ・井口 武治 ・北原 清勝 

・古賀 幸雄 ・濵田 眞知子 ・大淵 慶人 

            福祉作文入賞者 

〇大川市長賞 佐藤 桃歌（木室小学校） 

題名：「違いを受け入れるために」 

〇大川市議会議長賞 福山 知央（大川小学校） 

題名：「福祉は幸せ製造機」 

〇大川市教育委員会教育長賞 石橋 奏穂（田口小学校） 

題名：「福祉について」 

〇大川市社会福祉協議会会長賞 桑野 龍太朗（道海島小学校） 

題名：「道海島のおじいちゃん、おばあちゃん」 

 令和６年１２月２２日（日）に大川市老人クラブ連合会と共催で福祉・健康のつどいを開催しました。  

 多年にわたり社会福祉事業等に献身的に従事され、功績のあった方々を顕彰しました。また、小学５年生を対象に実施し

た福祉作文で入賞された児童４名の方へ、表彰及び作文の朗読をしていただきました。 

 その後、大川市老人クラブ会員の方々より、大正琴やひょっとこ踊りが披露され、会場は大盛り上がり。 

 大川市の福祉のため、本会も精一杯取り組んでまいりますので、今後とも皆様からのお力添えの程よろしくお願いします。 

   歳末事業として市内の一人暮らし高齢者の方へ年賀状配布事業を行い

ました。 

   年賀状のイラストは、市内の保育園・認定こども園に通う園児や学童のこ

どもたちから募集したものから作成し、１，４１６世帯に送らせていただきま

した。 

   他にも、来年度の市内小学校の新入学生への黄色い傘や、災害時の備

蓄品・ボランティア活動時の備品の購入に使わせていただいております。 

   改めまして、歳末たすけあい事業にご協力いただきました方や、共同募金

にご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。 （※送付した年賀状の一部です） 

顕彰者一覧
（順不同・敬称略） 
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学童保育所よりお知らせ

～令和７年度入所児童向け保護者会を行います～
学童保育所ひかり園 令和 7 年 3 月４日（火） 

学童保育所内 
080-5408-4834 18：30～ 

学童保育所太陽の家 令和 7 年 3 月 7 日（金） 
学童保育所内 

080-5408-4835 18：00～ 

三又学童保育所 令和 7 年 3 月 7 日（金） 
学童保育所内 

080-5408-5446 18：30～ 

道海学童保育所 令和 7 年 3 月 6 日（木） 
学童保育所内 

080-5408-5447 19：00～ 

木室学童保育所 令和 7 年 3 月 3 日（月） 木室小学校内 

ランチルーム 080-5408-5448 19：00～ 

田口学童保育所 令和 7 年 3 月 7 日（金） 
学童保育所内 

080-5408-5154 19：00～ 

学童保育所川の子園 令和 7 年 3 月 7 日（金） 
学童保育所内 

080-5408-5455 19：00～ 

大野島学童保育所 令和 7 年 3 月 7 日（金） 
学童保育所内 

080-5408-5456 19：00～ 

※令和７年度入所のしおりを必ずご持参ください

　　新しい年の門出を祝う「新春のつどい」を行いました！ 　　

　　新年を飾る干支の置物や苔玉作りの体験会を行ったり、温

かいぜんざいでホッと一息つきながら、 古賀メロディーギター

アンサンブルやウクレレのコンサートに聞き入ったりとゆったり

した時間を共に過ごしました。 

　　つどいの最後には抽選会も行い大盛り上がり

　　１００名を超える方々にご参加いただき、盛会のうちに終える

ことができました。 

新春のつどい（１月１６日）

～健康福祉センター高齢者福祉事業～
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赤い羽根共同募金 ひとり親家庭福祉活動事業

クリスマス応援企画『食のプレゼント』を開催しました

↑クリスマスケーキは 

プレシア福岡工場店様にご

依頼し、特別にご準備いた

だきました。 

↑オードブルは、市内の障がい者就労事業所 4 事業所へご依頼しました。 

受け取られた皆さん大変喜ばれていました！ 

オードブルを囲んで、ほっと一息……家族団らんの素敵な時間を過ごして

いただけたかと思います。 

令和 6 年 12 月 21 日（土）、大川市

健康福祉センターにおいて、市内のひとり

親家庭を対象に、クリスマス応援企画「食

のプレゼント」として、オードブルとクリスマ

スケーキ、お菓子等の配布を行いました。

（事前申込み・先着 30 世帯）また、地域

の方よりご寄付いただいた使用済のラン

ドセルや衣類等も希望者にお渡ししまし

た。 

この事業は日頃仕事に家事に子育てに

奮闘されているお父さん・お母さんに、この

ときはお子さんとゆったりとした家族団ら

んの時間を作っていただくこと、また未来

ある子ども達に夢を抱いてもらうことでこ

れからの生活の活力につなげていただく

ことを目的に取り組んでいます。 

受け取られたご家庭に対するアンケート

では、収入は増えない中で、昨今の物価

高騰により生活はますます苦しくなってい

ると答えられた方が多く、それにより子ども

の習い事をあきらめたり、子どもとの余暇

にかかる支出を減らさざるを得なかったり

との回答もみられるなど、厳しい生活状況

がうかがえる結果となりました。今回の食

料等の配布により、子どもの他の経費に

充てることが出来るから助かったとの声も

聞こえています。 

このことを踏まえ本会では、家庭環境に

関係なく、子どもが社会的経験を増やし、

これからの人生の『活きた知識』を身に付

けることができるような取り組みを今後も

考えていきたいと思います。 
子どももお父さん・ 

お母さんも笑顔に☆ 
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こ

社
協
職
員
の
福
祉
ツ
イ
ー
ト

ども民生委員活動、始動！

本会では、大川市及び大川市民生委員児童委員協議会が実施する「こども民生委員」活動を一緒に取り組んでいま

す。こども民生委員の取組みは、子どもたち自身が民生委員活動、さらには地域について学び、子どもたちがやってみたい

ことや、地域に対して出来ること、手伝って欲しいこと等を形にするため、地域全体でバックアップし、「共に支え合う」地域

共生社会の実現を目指しています。 

 子どもたちと地域住民の交流（多世代交流）をすることによる気づきは、一番の福祉教育となりますし、何より普段から地

域の皆さんとの顔見知りの関係になることは、地域の福祉力の底上げにもつながります。 

 今年度は、モデル的に大川小学校５年生、川口小学校５年生の生徒に一定の講習を行い、「こども民生委員」として登録

いただき、地域の皆様との交流をしたり、民生委員さんと一緒に一人暮らし高齢者宅に訪問し子どもたちが作成したメッ

セージカードをお渡ししました。 

 一人一人が出来ることを、出来る範囲で支え合っていくことで、地域住民のふくし～ふだんの・くらしの・しあわせ～を構築

していけたら良いなと思います。 

・ ・ ・

  

社
会
的
孤
立
は
何
が
問
題
な
の
か
？

   

皆
さ
ん
は
、「
社
会
的
孤
立
」
と
聞
い
て
、

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
？
身
寄
り

の
な
い
方
？
「
社
会
的
孤
立
」
状
態
を
ど
の

よ
う
に
測
定
す
る
の
か
で
す
が
、次
の
４
点

か
ら
測
定
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。①
会
話
頻
度
が
２
週
間
に
１
回
以

下
②
頼
れ
る
人
が
い
な
い
③
頼
ら
れ
る
事

が
な
い
④
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行
し
、今

ま
で
の
血
縁
・地
縁
・社
縁
と
い
っ
た
社
会

構
造
が
脆
弱
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、社

会
的
孤
立
状
態
の
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

  

で
は
、な
ぜ
社
会
的
孤
立
が
問
題
な
の
で

し
ょ
う
か
。そ
の
一
つ
と
し
て
家
族
機
能
の

低
下
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
人
生

の
最
終
段
階
で
「
日
常
生
活
支
援
」
「
身

元
保
証
」
「
死
後
対
応
」
な
ど
の
支
援
を
必

要
と
し
た
と
き
、主
に
同
居
の
家
族
が
対

応
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、身
寄
り
の
な

い
方
は
、支
援
を
す
る
家
族
が
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
家
族
が
提
供
し
て
き
た
支
援
を

ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
が
今
後
の
社

会
全
体
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

  
ま
た
、社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
方
は
、

非
孤
立
者
に
比
べ
、生
き
る
意
欲
や
自
己

肯
定
感
が
低
い
方
の
比
率
が
高
い
と
い
う

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

  

人
は
、他
者
と
の
関
り
合
い
の
中
か
ら
自

身
の
存
在
価
値
を
見
出
し
ま
す
。孤
立
状

態
で
あ
れ
ば
、自
己
認
知
不
全
状
態
と
な

り
、自
分
が
困
っ
て
い
る
状
態
な
の
か
も
分

か
ら
ず
、S
O
S
が
出
せ
な
い
、あ
る
い
は
、

ど
う
せ
相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
と

思
い
、専
門
機
関
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

 
 

社
会
的
孤
立
は
、人
間
関
係
の
貧
困
状

態
だ
と
認
識
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
に
陥
る
こ
と
は
、果
た
し
て

自
己
責
任
な
の
で
し
ょ
う
か
？
社
会
的
孤

立
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
方
の
背
景
に
は
、

様
々
な
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。ま
た
、社
会
的
孤
立
と
経
済

的
貧
困
は
密
接
に
影
響
し
て
い
ま
す
。基

本
的
に
、現
在
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
、サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

形
に
な
っ
て
お
り
、様
々
な
制
度
・サ
ー
ビ
ス

が
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、無

い
に
等
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。人
と
の
つ
な

が
り
が
な
け
れ
ば
そ
れ
ら
を
教
え
て
く
れ

る
人
も
い
ま
せ
ん
。

  

今
ま
で
家
族
が
支
援
し
て
い
た
こ
と
も
、

家
族
機
能
の
低
下
に
よ
り
、今
後
ま
す
ま

す
地
域
と
の
つ
な
が
り
、支
え
合
い
活
動
が

求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。困
っ
て
い
る
人
を
自
己
責
任
だ
と
切
り

捨
て
る
の
で
は
な
く
、そ
う
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

人
が
周
囲
に
い
れ
ば
、そ
の
人
の
人
生
も
変

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｙ
）
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おおかわみらい食堂プロジェクト

 少子高齢化、8050 問題、孤立、孤独、困窮、家族機能の希薄化･･･。 

 大川市と大川市社会福祉協議会では誰一人取り残されない、安心して暮らせる地域を目指して、地域食堂（子ども食堂）

を広げ、地域の“みらい”を一緒に創る活動「おおかわみらい食堂プロジェクト」に取り組んでいます。 

地域食堂（子ども食堂）ってなあに？

 昨今 TV、新聞などのメディアを通して、「子ども食堂」

「地域食堂」という言葉を耳にすることが多くなりました。

子どもを中心に無料または低額で食事をとることができ

る場所。また“だれがきてもいい”“だれがやってもいい”

という趣旨のもと、年齢や属性にとらわれず誰でも参加

ができることから、新たな地域コミュニティとして広がりを

見せています。 

2012 年より東京で始まったとされる“子ども食堂”。

貧困対策や子育て支援ではなく、安心して人とつながる

場所いわゆる多世代交流の場所として認識されはじめ、

2024 年度では、全国で 10,866 カ所＊となっており、全

国の公立・私立中学校の数を上回る件数となっていま

す。 

 地域コミュニティが希薄になっている今、年々この子ど

も食堂（地域食堂）が増加をしている背景として、地域の

中で「立ち上げたい」「応援したい」とたくさんの方々が

興味関心を寄せていること、地域の中でゆるやかに繋が

りたいというニーズが高いことが考えられます。 

 活動主体や実施頻度、場所は様々で、自治会や企業、

団体、住民有志、子ども会などを主体として月に 1 回～2

回、不定期開催など比較的無理なく取り組みやすい方

法で実施されています。 
＊認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ及び地域ネット

ワーク団体調べ 

道海島地区では、道海島小学校保護者有志による 
『わくわくどーかい愛ランド食堂』がはじまりました。 
“こどももおとなもみんなおいでよ！”を合言葉に 
月に１回開催されています。 

大川市での取り組みの一例

あなたのできる事でこの活動に参加しませんか？

らい食堂プロジェクトとは 

まずは子どもを中心に地域の誰もがお腹一杯に満たされること。 

そして地域の居場所となり、地域の中で孤立・孤独の防止や

解決につなげる“みらい”をつくるプロジェクトです。 

令和 6 年 11 月以降新規設置分（順不同・敬称略） 

〇株式会社 モーブル 

〇株式会社 庄分酢 

〇大川中央ライオンズクラブ 


